献呈の辞 by 秋元,明
i献 呈 の 辞
明治大学政治経済学部で 1970年より御活躍されてきた里見常
吉教授が 2012年 5月 6日にめでたく古希を迎えられ, 2013年 3
月末日をもってご御退任されることとなりました｡ 先生は明治大
学に奉職されて以来 42年の長きにわたり経済学の研究と教育に
心血を注がれ明治大学の発展に貢献されてきました｡
この慶事を寿ぎ, 先生の教えを受けた縁の者, 同僚諸氏が集ま
り, 『政経論叢』 にて古希記念論文集を編み, 先生に献呈するこ
とになりました｡ ここに先生に対する献呈の辞を書かせていただ
く事になり, 先生に親しく接していただき, 教えを受けた者とし
て光栄に耐えないところです｡
また, この趣旨を同僚各氏に話し, 原稿を募ったところ, かく
も多くの方々より掲載のお申し出を頂き, 編集者一同, まことに
有り難く感謝致しております｡ これも一重に先生のお人柄の賜物
と改めて深く感じ入っている次第です｡
先生は明治大学商学部を卒業後日本経済がダイナミックな発展
を遂げていた時代にあって実業界に入り, 現実の経済の動きをつ
ぶさに経験されました｡ その後勉学への情熱止みがたく, さらに
経済学研究のため母校の大学院に戻り, 政治経済学研究科に入ら
れ, 1968年 3月に修士課程を修了し, 1970年 4月 1日に明治大
学政治経済学部の専任助手に着任されました｡ 1973年 4月 1日
に同専任講師, 1978年 4月 1日に同助教授, 1987年 4月 1日に
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同専任教授に就任されて今日に至っています｡ この間, 先生は学
内にあっては政治経済学部教務主任, 政治経済学部経済学科長,
大学院政治経済学研究科委員長, 明治大学相撲部長など多くの役
職を歴任され, 学外においては日本人事試験研究センター, 外務
省, その他の委嘱により各種試験委員, 日本経済学会の理事など
の要職を歴任され, 学内外において幅広くご活躍されてきました｡
この間の先生のご活躍は明治大学および明治大学政治経済学部
の発展と重なり, 周知のように明治大学は今や押しも押されもし
ない私立大学の雄として不動の地位を占め, 多くの学部, 大学院,
研究機関を抱え, 現在三万数千人の学生と多数の研究者を擁する
一大教育・学術機関として今日を迎えており, まことに慶賀に堪
えないところです｡
先生は理論経済学を専攻し, ミクロ経済学およびマクロ経済学
を修められ, とりわけ産業組織論を深く研究の対象とされ長年研
鑽を積まれて今日に至りました｡ この間, 数多くの論文や著書を
書かれました｡ いずれも創意に満ち, すぐれた名編とされ, 今日
まで多くの学生・研究者から参照されてきたところです｡ 私も日
頃から先生のご指導をいただくとともに志を同じくする研究者・
教育者としてたびたび先生の御著書・論文などを参考にさせて頂
き, 裨益するところまことに大であり, 先生に感謝申しあげてい
る次第です｡
先生はご研究だけではなく, 当大学政経学部および大学院政治
経済学研究科においても講義, ゼミナール, 演習などを通じ教育・
研究活動に心血を注ぎ, 多数の有為な学生を育み, 多くの研究者
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を育成し, 社会に多大の貢献をされてこられました｡ その何人か
は現在教育者・研究者として大成し, 大学をはじめとした各種教
育・研究機関などで活躍されています｡ とくに教育に関しては,
皆様もよくご存じの通り, 先生の温厚な公平無私の人柄によって
学生・研究者あるいは同僚諸氏から慕われて, 多くの人々に感銘
を与え, 無言の教えとなってきたところです｡
先生は幸いにしてご健康であらせられます｡ ご退職後もなお一
層ご健康に留意され, 願わくば, これまで通り, 明治大学とわが
政治経済学部の発展のためになお一層ご尽力賜りますよう切にお
願い申しあげる次第です｡ いつまでもお元気でご活躍されること
を祈念致し, この本を里見先生に捧げます｡ 最後になりましたが,
本記念論文集にご執筆を快諾された諸先生方には深く感謝致しま
す｡
平成 24年 12月 21日
明治大学政治経済学部教授
秋 元 明
